宮崎大学テニュアトラック教員応募（テニュアトラック推進室）
　　
2026年　　月　　日現在
（１）応募申請書
	審査分野
（いずれかに〇）
	　【　　　】公募A：教育学系　教育工学分野
　【　　　】公募B：人文科学系　心理学分野
	

写　　　真
申請時より３ヶ月以内に撮影した頭部から肩にかけての写真を貼付すること。

	本学に採用されたときの研究テーマ
	
	

	氏      名
	
	　男　　女
	

	ロ ー マ 字
（姓,名）
	
	
	

	生年月日(西暦)
	 　 　  年   　月  　 日生　（  　　 歳）　　　　※2026年4月1日現在

	E–mailアドレス
	

	現　住　所
	(〒    -     )

	電話:

	
	
	(携帯)

	現　　　職
	機 関 名：

	
	所 在 地：(〒    -     )
所属部署：
職    名：
	電話:

	学博　士　号（　　　学）
（
	取得年月(西暦)
	　　　　年　　　月　取得

	
	取得大学名
	

	
	学位論文名
	

	学　歴（大学から記入）

	期　　　間
	学校名・学科名　等
	学位名（○○学）

	　　　年　　月～　　　年　　月
	
	

	　　　年　　月～　　　年　　月
	
	

	　　　年　　月～　　　年　　月
	
	

	　　　年　　月～　　　年　　月
	
	

	職歴・研究歴　　※注(１)

	期　　　間
	所　　　属
	職名

	　　　年　　月～　　　年　　月
	
	

	　　　年　　月～　　　年　　月
	
	

	　　　年　　月～　　　年　　月
	
	

	免許・資格　等

	　　年　　月
	

	　　年　　月
	

	　　年　　月
	

	該当〇印
	※「公認心理師」資格　（「公募B：人文科学系心理学分野」申込者は必ず記入）

	
	・取得（　　　年　　　月）

	
	・2年以内取得予定（受験資格区分：　　）⇒受験資格区分: https://www.jccpp.or.jp/shiken/shiken-03.html

	賞　罰　　※注(２)

	　　　　年　　月
	

	　　　　年　　月
	

	　　　　年　　月
	


　※各項目の記入欄が足りない場合、行を追加してください。
【記入上の注意】
(注１)「職歴・研究歴」欄には、最終学校卒業等の月の翌月から、空白期間がないように記入すること。
(注２)「賞罰」欄 には、公的機関、学会、出版社等からの表彰又は職務上の表彰や、懲戒処分（研究費の不正受給に係る処分等）を記載すること。また、過去に学生に対するセクシュアルハラスメントを含む性暴力等を原因として懲戒処分若しくは分限処分を受けた場合には、処分の内容及びその具体的な事由を必ず記入すること。

	本書類の記載内容については事実に相違なく、虚偽の記載があった場合には、採用取消や懲戒処分等の対象となり得ることについて了承します。　

１　　　　　　年　　　 月　　　 日　　　氏　　名　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（自署）



推薦者
	推薦者
１
	氏　　名
	
	電話

	
	所属・職名
	
	E-mail


	
	応募者と
推薦者１との関係
	

	推薦者
２
	氏　　名
	
	電話

	
	所属・職名
	
	E-mail


	
	応募者と
推薦者２との関係
	




※（２）、（３） は、西暦表示かつ最新のものから順にご記入ください。
（２）業績リスト（著書、論文（学術論文、総説、紀要等）、学会発表、その他(社会貢献、教育業績等)）
著者名、論文名、掲載誌名、巻、最初と最後の頁数、発表年を記載する。
著書・論文等については、応募者には下線を、提出する主要論文（５編以内）の頭には○印を付ける。論文のコレスポンディングオーサー（責任著者）には*印を付ける。また掲載誌の最新のＩＦを（ＩＦ数値）と、査読付き論文は行末に（査読あり）と記入する。
学会発表については、国際学会発表、招待演者やシンポジストとして発表したものを中心に、主なものを記載する。
	◆原著論文数(査読あり)　　編、筆頭著者原著論文　　編、責任著者原著論文　　編、
　筆頭著者かつ責任著者原　書論文　　編　　※該当する論文数をそれぞれ記入
・
・
・
・




（３）獲得した外部研究費（科学研究費補助金等）、受賞（学会賞等）、特許等のリスト
外部研究費については、研究代表者・研究分担者の区別を明記する。
	・
・
・
・
・
・



（４）これまでの研究概要（2ページ以内）
主要業績との関係が分かるように記載すること。また応募者が主要業績の筆頭著者でない場合は、応募者の果たした役割が分かるように記載すること。
	








（５）本学における研究計画および５年後の到達目標（2ページ以内）
	








